
令和４年度 我孫子市立我孫子中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 あけましておめでとうございます。 

新しい年になり、学年末や卒業シーズンに向かってあわただしい日々が続きます。１月２４日から３０日

は全国学校給食週間です。子どもたちと共に学校給食の歴史や意義を振り返る機会です。健康な体を育み、

大切な食文化を未来に伝えていく学校給食の役割についてあらためて考える１週間としましょう。また、冬

になると、必ずかぜをひくという人もいるのではないでしょうか。「かぜは万病の元」といわれています。

たかが「かぜ」と思わずに、しっかり予防して元気に過ごしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 好きな献立や給食時間の印象

深い出来事など、給食の思い出を

家族みんなで話してみましょう。

今の給食と昔の給食の違うとこ

ろ、同じところなどを知ることが

できるかもしれません。 



【我孫子市の学校給食の歴史】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 38年(1963年) 我孫子市では我孫子第一小学校と布佐小学校で「完全給食」が開始。 

昭和39年(1964年） 
湖北小学校・湖北中学校で親子方式による給食開始。 

（昭和 50年に湖北中学校移転のため、中止） 

昭和 50年(1975年) 我孫子市で「米飯給食」が始まる。全国的にもこの頃から給食にご飯が登場します。 

平成 5年(1993年) 

白山中学校給食開始（それまで中学校はミルク給食でした。） 

我孫子市内の中学校で最初の「完全給食」開始です。 

その後、順に中学校の給食が開始されました。 

平成14年(2002年） 我孫子産野菜を給食に導入。（平成 22年から市内 19校すべてに導入されました。） 

平成 18年(2006年) 
我孫子産コシヒカリを給食に 100％導入。 

（平成 22年から週 3.9回を目安に米飯給食を実施できるようになりました。） 

かぜの予防 

５つのポイント 

熱が高い時や吐き気がある時など、食欲がなくなってし

まう場合もありますが、何も食べないでいると、体がど

んどん衰弱してしまいます。食べられるものから少しず

つでも食べるようにしましょう。野菜などをたくさん使

ったスープ類は、胃にやさしく栄養価も高いので最適で

す。かぜを早く治すためには、少しずつでも食べること

が大切です。 


